
数 字 で 見 る 大 東 市
I N F O R M A TI ON

市 の 花
菊

市 の 木
さ ん ご じ ゅ

大 東 市 誕 生 （ 住 道 町 ・ 四 条 町 ・ 南

郷 村 合 併 ） 、 人 口 ３ 万 ６ ２ ０ 人 、

面 積 1 8. 0 6 平 方 キ ロ メ ー ト ル

堂 山 古 墳 群 発 掘

市 民 憲 章 の 制 定 、 市 の 木 （ さ ん ご

じ ゅ ） 、 市 の 花 （ 菊 ） 決 ま る

台 風 2 0 号 災 害

台 風 ６ 号 災 害

飯 盛 山 ハ イ キ ン グ 道 完 成

北 新 町 遺 跡 発 掘

北 条 遺 跡 発 掘

「 大 東 八 景 」 決 ま る

「 大 阪 緑 の 百 選 」 に 「 野 崎 観 音

の 緑 」 と 「 飯 盛 山 と 四 條 畷 神 社 」

が 選 ば れ る

第 7 3 回 全 国 高 校 野 球 選 手 権 大

会 で 大 阪 桐 蔭 高 校 初 優 勝

第 5 2 回 国 民 体 育 大 会 （ バ ド ミ

ン ト ン 競 技 ・ ラ イ フ ル 射 撃 （ Ｃ

Ｐ ） 競 技 ） 開 催

「 大 東 市 民 の う た 」 決 ま る

「 美 し い 日 本 の 歴 史 的 風 土 準

１ ０ ０ 選 」 に 「 慈 眼 寺 （ 野 崎 観

音 ） 及 び 堂 山 古 墳 群 」 が 選 ば

れ る

プ ロ 野 球 選 手 中 村 剛 也 氏 が 市

民 栄 誉 賞 第 １ 号 受 賞

市  の  マ ス コ ッ ト キ ャ ラ ク タ  ー

「 ダ イ ト ン 」 決 ま る

辻 本 家 住 宅 、 国 登 録 有 形 文 化

財 （ 建 造 物 ） に 登 録

飯 盛 城 が 「 続 日 本 1 0 0 名 城 」 に

選 ば れ る

T K O 木 本 武 宏 さ ん が 市 長 補 佐

官 に 就 任

子 育 て 総 合 窓 口 「 ネ ウ ボ ラ ン ド

だ い と う 」 オ ー プ ン

飯 盛 城 最 大 の 石 垣 を 発 見

パ ー ト ナ ー シ ッ プ 宣 誓 制 度 開 始

J R 野 崎 駅 舎 橋 上 化

「 m ori n e ki 」 が ま ち び ら き

飯 盛 城 跡 国 史 跡 指 定
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住  み  や  す  さ  は  数  字  に  あ  ら  わ  れ  る ！

人
大 東 市

居 住 者 の 好 意 度
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国 勢 調 査 2 0 2 0 （ 速 報 値 ）

日 常 動 作 が 自 立 し て い る 期 間 の 平 均 、 府 調 べ （ 2 0 1 8 年 ）

第 ６ 回 大 東 市 の イ メ ー ジ に 関 す る 調 査 （ 2 0 2 1 年 ）

市 管 理 1 5 1 ヵ 所 、 府 管 理 1 ヵ 所

人 口 当 た り の 、 市 町 村 等 に よ る

第 ６ 回 大 東 市 の イ メ ー ジ に 関 す る 調 査 （ 2 0 2 1 年 ）
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男 性 78.7 歳

％

521,286冊

公 園 数

居 住 者 ・ 利 用 者 と も に 、 大 東 市 に 対 し て 高

水 準 で 好 意 を 抱 い て い ま す 。 他 に も 市 の

イ メ ー ジ と し て 、 都 心 へ の ア ク セ ス の 良 さ

だ け で な く 、 子 育 て し や す い 環 境 や 治 安 が

良 い な ど の 回 答 を 得 ら れ ま し た 。

待 機 児 童 ０ を 誇

り  、 安  心  し  て  子

育 て で き る ま ち

で す 。

住  道 ・ 野  崎 ・ 四  条

畷 の ３ 駅 周 辺 に 、

1 0 ヵ 所 の 利 用 し

や す い 駐 輪 場 を

設 け 、 違 法 駐 輪 の

な い ま ち を め ざ し

て い ま す 。

東  部 ・ 中  央 ・

西 部 の 3 館 や

電 子 図 書 館

の サ ー ビ ス な

ど 読 書 環 境

が 充 実 し て い

ま す 。

憩 い の 場 と な

る 公 園 が 多

数  あ  り  、 イ  ベ

ン ト が  行  わ  れ

る な ど 市 民 に

親 し ま れ て い

ま す 。

図 書 館 数

　 大 東 市 は 飯 盛 、  生 駒 を 東 に の ぞ む 美 し い 風 土
と 人 情 の も と に 、  魅 力 あ る 近 代 都 市 へ と 発 展 する ま ち で す 。

　 わ た く し た ち は 、  こ の ま ち に 住 む 市 民 で あ る
こ と を 誇 り と し 、  わ た く し た ち の 手 で 、  ほ ん と うに 住 み よ い ま ち 大 東 市 を 建 設 す る た め に 、  こ の憲 章 を 定 め ま す 。わ た く し た ち 大 東 市 民 は一  、

自 然 を 愛 し 、  環 境 を と と の え心 を あ わ せ て 美 し い ま ち を つ く り ま し ょ う

一  、

た が い に 尊 敬 し 、  は げ ま し あ い心 を あ わ せ て 明 る い ま ち を つ く り ま し ょ う

一  、

こ と ば を た だ し 、  礼 儀 を ま も り心 を あ わ せ て

秩 序 あ る ま ち を つ く り ま し ょ う

一  、

健 康 で 、  働 く こ と に よ ろ こ び を も ち心 を あ わ せ て 豊 か な ま ち を つ く り ま し ょ う

一  、

伝 統 を た つ と び 未 来 を そ だ て心 を あ わ せ て 文 化 の ま ち を つ く り ま し ょ う

昭 和 4 6 年 （ 1 9 7 1 ） 1 0 月 1 日

飯 盛 山 の

　 四 季 を 伝 え る

　 色 模 様

私 の ふ る さ と

　 私 の 山

美 し い 自 然 に

　 囲 ま れ て 生 き る

大 好 き

　 大 東

　 心 の ま ち

さ あ

　 吹 か せ よ う

明 日 の 風 を

　 大 東 に

や さ し く

　 強 く

　 い つ ま で も

御 領 水 路

　 ぽ
っ
か
り
浮 か ぶ

　 小 さ な 田 舟

私 の ふ る さ と

　 私 の 川

長 い 歴 史 を

　 刻 ん で 生 き る

大 好 き

　 大 東

　 豊 か な ま ち

さ あ

　 広 げ よ う

明 日 の 夢 を

　 大 東 に

大 き く

　 高 く

　 い つ ま で も

野 崎 観 音

　 静 か に 響 く

　 鐘 の 音

み ん な の ふ る さ と

　 み ん な の 誇 り

あ ふ れ る 愛 に

　 包 ま れ て 生 き る

大 好 き

　 大 東

　 未 来 の ま ち

さ あ

　 築 こ う

明 日 の 平 和 を

　 世 界 に

ま ぶ し く

　 気 高 く

　 い つ ま で も

一  、二 、三 、

カ 所

大 東 市

利 用 者 の
好 意 度 82.8 ％

大 東 市 民 憲 章

作 詞 　 西 村 由 美 子 　 　 作 曲 　 貫 輪 久 美 子

平 成 1 3 年 （ 2 0 0 1 ） 1 1 月 3 日

大 東 市 民 の う た

大 東 市 の あ ゆ み

市 長 補 佐 官
T K O  木 本 武 宏 さ ん

マ ス コ ッ ト
キ ャ ラ ク タ ー
「  ダ  イ ト ン  」

2 0 2 1 年 7 月 末 時 点

性 別
割 合

57,836 人

61,348 人

1 1 1 0


